
つ
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
（　

）、
ア

kg

ン
ペ
ア
（
A
）、
ケ
ル
ビ
ン

（
K
）、
そ
し
て
モ
ル
（
m
o

l
）
は
物
理
定
数
を
用
い
て

再
定
義
さ
れ
る
。

　

そ
れ
ら
の
新
し
い
定
義

は
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ン
ク
定

数
（
h
）、
電
荷
素
量
（
e
）、

ボ
ル
ツ
マ
ン
定
数
（
k
）、
そ

し
て
ア
ボ
ガ
ド
ロ
定
数

（
N    
）の
確
定
値
に
も
と
づ

A

く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
結
果
、
S
I
の
す
べ

て
の
7
つ
基
本
単
位
が
、
物

理
定
数
の
式
で
表
現
さ
れ

る
。
基
本
単
位
の
定
義
を
実

用
的
に
実
現
す
る
手
段
と
し

て
、
具
体
的
な
実
現
（
現
示
）

方
法
も
規
定
さ
れ
る
。

■
計
量
計
測
分
野
の
発
展
に

寄
与

　

こ
の
定
義
改
定
が
日
常
生

活
や
従
来
の
計
量
計
測
に
直

ち
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は

な
い
。
で
は
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
の
か
。
決
し
て
変

わ
ら
な
い
物
理
定
数
を
定
義

に
す
る
こ
と
で
計
量
単
位
の

長
期
的
不
変
性
が
確
保
さ
れ

る
。
ま
た
新
し
い
定
義
に
よ

る
測
定
器
が
開
発
さ
れ
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
正
確
に
測

定
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た

微
小
質
量
を
直
接
測
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
こ
と
や
、
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
へ
の

寄
与
な
ど
、
計
量
計
測
分
野

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

N
M
I
J
計
量
研
修
セ
ン

タ
ー
は
、「
2
0
1
7
（
平
成

　

）年
度
環
境
計
量
講
習（
濃

29度
関
係
／
騒
音
・
振
動
関

係
）」
を
募
集
し
て
い
る
。h

ttp
s://w

w
w
.n
m
ij.j

p/~m
etroltrain

/

　

こ
の
講
習
は
、
環
境
計
量

士
（
濃
度
関
係
／
騒
音
・
振

動
関
係
）
の
国
家
試
験
に
合

格
し
て
い
る
が
、
計
量
法
施

行
規
則
で
定
め
て
い
る
登
録

条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
人

を
対
象
と
し
た
講
習
。

【
受
講
資
格
】
計
量
士
国
家

試
験（
濃
度
関
係
又
は
騒
音
・

振
動
関
係
）
に
合
格
し
た
者

で
、
計
量
法
第
1
2
2
条
2

項
1
号
（
登
録
）
お
よ
び
施

行
規
則
第　

条（
登
録
条
件
）

51

に
定
め
る
条
件
に
満
た
な
い

者【
講
習
期
間（
実
施
回
数
は
、

受
講
申
請
者
数
に
よ
り
判

断
）】▽
濃
度
関
係
：
第
1
回

＝
7
月　

日
～　

日
、
第
2

11

14

回
＝
7
月　

日
～　

日
、
第

25

28

3
回
＝
8
月
1
日
～
4
日
、

第
4
回
＝
8
月　

日
～　

22

25

日
、
第
5
回
＝
9
月　

日
～

12

　

日
、
第
6
回
＝　

月
3
日

15

10

～
6
日
、
第
7
回
＝　

月　
10

24

日
～　

日
、
第
8
回
＝　

月

27

11

　

日
～　

日
、
第
9
回
＝　

14

17

12

月
5
日
～
8
日
▽
騒
音
・
振

動
関
係
：
第
1
回
＝
9
月
4

日
～
8
日
、
第
2
回
＝
9
月

　

日
～　

日
、
第
3
回
＝　

25

29

11

月
6
日
～　

月　

日
、
第
4

11

10

回
＝　

月　

日
～　

月
1
日

11

27

12

【
講
習
会
場
】
産
業
技
術
総

合
研
究
所
計
量
標
準
普
及
セ

ン
タ
ー
計
量
研
修
セ
ン
タ
ー

実
習
棟

【
受
講
料
】
濃
度
関
係
9
万

1
1
0
0
円
、
騒
音
・
振
動

関
係
5
万
7
7
0
0
円

【
受
講
定
員
】
濃
度
関
係
各

回　

名
、
騒
音
・
振
動
関
係

30
各
回　

名
24

【
受
講
申
請
書
提
出
期
間
】

5
月　

日
～
6
月　

日
（
最

31

30

終
日
前
で
も
定
員
に
な
り
次

第
受
付
終
了
）

（1） 2017年（平成29年）6月11日（日）第 3152号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

S
I
基
本
単
位
の
4
つ
が
再
定
義
予
定
、
環
境
計
量
講
習

募
集
、
生
産
動
態
統
計
速
報
（
4
月
分
） 

①
面

オ
ー
バ
ル
谷
本
淳
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
 

②
面

（3）

日
計
振
計
工
連
各
受
賞
者
、
川
崎
市
計
量
協
会
総
会
ほ
か 
③
面

計
量
士
国
家
試
験
問
題　
 

④
⑤
面

（4）

N
M
S
研
究
会
報
告　

2
月　

、
3
月　
 

⑥
面

（3）

（1）

寄
稿
「
中
村
邦
光
」　

下
、
社
説 

⑦
面

（3）

新
製
品
、
第　

回
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
紹
介 

⑧
面

25

今週の主な記今週の主な記事事

N
M
I
J
計
量
研
修
セ
ン
タ
ー

環
境
計
量
講
習
を
募
集

募
集
期
間
は
5
月　

日
～
6
月　

日

31

30

【
受
験
願
書
等
提
出
先
】
国

立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術

総
合
研
究
所
計
量
標
準
普
及

セ
ン
タ
ー
計
量
研
修
セ
ン

タ
ー
（
環
境
計
量
講
習
濃
度

関
係
）（
環
境
計
量
講
習
騒

音
・
振
動
関
係
）
＝
〒
3
0

5
―
8
5
6
1
、
茨
城
県
つ

く
ば
市
東
1
―
1
―
1
中
央

第
1
外
周
さ
く
ら
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】
計
量
研
修

セ
ン
タ
ー
＝
電
話
0
2
9
―
8

6
1
―
2
4
2
2
、
F
A
X
0

2
9
―
8
6
1
―
2
4
2
3

産
総
研
計
量
標
準
総
合
セ
ン
タ
ー（
N
M
I
J
）

「
S
I
定
義
改
定
特
設
ウェ
ブ
ペ
ー
ジ
」開

「
S
I
定
義
改
定
特
設
ウェ
ブ
ペ
ー
ジ
」開
設設

S
I
基
本
単
位
の
4
つ
が
再
定
義
予
定

改
定
予
定
単
位
の
最
新
状
況
を
提
供

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所
計
量
標
準
総
合
セ
ン
タ
ー
（
N

M
I
J
）
は
、
国
際
単
位
系
（
S
I
）
単
位
の
定
義
改
定

に
関
す
る
特
設
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。
改
定
が
予

定
さ
れ
る
単
位
の
最
新
状
況
を
伝
え
る
た
め
で
、
今
後
順

次
拡
充
し
て
い
く
予
定
。

　
「
S
I
定
義
改
定
特
設

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
」
の
U
R
L

は
、h

ttp
s://w

w
w
.n

m
ij.jp
/tran

sp
o
rt.h
t

m
l

。

　

国
際
度
量
衡
総
会
（
C
G

P
M
）
は
、
第　

回
総
会

25

（
2
0
1
4
年　

月
）
で
国

11

際
単
位
系
（
S
I
）
の
将
来

の
改
定
に
つ
い
て
の
決
議
を

採
択
し
た
。

　

S
I
基
本
単
位
の
う
ち
4

　

経
済
産
業
省
は
、
5
月　
31

日
、生
産
動
態
統
計
速
報（
4

月
分
）
を
発
表
し
た
。
4
月

分
生
産
、
前
月
比
、
前
年
同

月
比
の
順
。

【
計
測
機
器
】
▽
工
業
用
長

さ
計
＝　

万
2
8
2
2
個
、

50

6
・
2
％
減
、
1
・
9
％
減

▽
ガ
ス
メ
ー
タ
＝　

万
8
0

46

4
9
個
、　

・
4
％
増
、　

・

10

34

1
％
増
▽
水
道
メ
ー
タ
＝　
25

万
2
7
1
9
個
、
5
・
9
％

減
、　

・
5
％
増
▽
工
業
用

30

計
重
機
＝
2
1
6
6
台
、　
・
26

3
％
減
、
4
・
9
％
減
▽
圧

力
計
（
ア
ネ
ロ
イ
ド
形
）
＝

　

万
5
9
6
5
個
、
1
・
8

84％
減
、
7
・
4
％
増
▽
精
密

測
定
機
（
光
学
測
定
機
を
含

む
）
＝
2
万
2
2
2
9
台
、

　

・
7
％
減
、
0
・
3
％
増

12▽
分
析
機
器
＝
1
8
1
億
7

9
0
0
万
円
、　

・
8
％
減
、

15

　

・
3
％
減
▽
試
験
機
＝
4

134
5
台
、　

・
1
％
減
、　

・

37

18

7
％
増
▽
放
射
線
測
定
器
＝

9
5
0
0
万
円
、　

・
8
％

92

減
、　

・
6
％
減

48

【
電
気
計
測
器
】
▽
電
気
計

器
＝
1
2
5
万
2
4
0
3

個
、　

・
0
％
減
、
2
・
5

15

％
減
▽
電
気
測
定
器
（
半
導

体
・
I
C
測
定
器
を
除
く
）

＝　

億
6
1
0
0
万
円
、　
・

53

40

9
％
減
、　

・
3
％
減
▽
半

17

導
体
・
I
C
測
定
器
＝　

億
53

9
6
0
0
万
円
、　

・
5
％

49

減
、
1
7
0
・
1
％
増
▽
工

業
用
計
測
制
御
機
器
＝　

億
82

3
5
0
0
万
円
、　

・
5
％

45

減
、
8
・
5
％
増

経
済
産
業
省

生
産
動
態
統
計

速
報（
4
月
分
）

　

N
M
I
J
が
開
設
し
た
本

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
現
在
、
改

定
が
予
定
さ
れ
る
単
位
の
、

次
の
よ
う
な
最
新
状
況
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

◇
は
じ
め
に
◇
国
際
単
位
系

（
S
I
）
の
将
来
の
改
定
に

つ
い
て
◇
S
I
定
義
改
定
に

関
す
る
情
報
へ
の
リ
ン
ク

　

掲
載
内
容
は
、
順
次
拡
充

さ
れ
る
予
定
。


